
⼈と街のミライをつくる場所
公共施設再編における学校施設の可能性

千葉⼯業⼤学 倉⽃綾⼦



少⼦化の進⾏状況に関わらず，ほとんどの⾃治体で
公⽴学校施設（⼩・中学校など）が公共施設全体の
４〜６割程度を占めている。

なぜ学校が公共施設再編において重要なのか

⽂部科学省データ（H25）
※棟数の割合

学校施設
38%

酒々井町データ（R3）
※延床⾯積の割合

学校施設
53.7%



学校施設 から 施設再編へ？
・学校施設は，公共施設の再編のカナメ

→ボリューム，⽴地，機能，仕様

・学校を触れずに公共施設再編は不可能

・他の公共施設にはない独⾃な位置づけ

・統合･廃⽌の視点のみでなく，集約・複合化
により様々なメリットを⽣める施設

こどもたちのミライのための施設再編の必要性

⼤きさ，機能，
タップリ

公共施設の
4〜6割！

愛着
No.1！



余裕教室数→約80,400教室

平成元年以降の少⼦化は加速している

平成29年度5⽉現在
（⼩中学校・義務教育学校）

全国の児童⽣徒数・学校数の推移



平成28 学級数別学校数（全国）

少⼦化しても学校数を維持
↓

⼩規模校の増加
↓

学習機会を維持できるのか

こどもたちの学習環境・機会を守るには？

地域に「学校」をのこすには？

⼿段としての
「統合」「再編」

新しい「学校」の在り⽅を考える
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⽂部科学省公表資料より



https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1383986.htm

新しい学習指導要領⇦小学校で2020年よりスタート
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オンデマンド／オンタイム

必然／偶然
formal ／ informal

教える・教わる／学びあう

カリキュラム／余白時間

演習／失敗
プログラム／雑談

オンライン／オンサイト

ハイブリッドな時代。公共の場としての実空間の価値とは何か

「実空間」だけではない時代の公共施設



公共施設の再編＝ 「統廃合」
個別（施設）計画＝「⻑寿命化」

従来の枠組みや管轄意識を超えた
新たな（将来に向けての）関係づくり

限られた財源での発想⼒が必須

施設名称によらない
利⽤者の本質的なニーズを⾒据えた
新たな「公共」づくりの好機

わくわくする公共施設再編とするために…



「足す」複合化 「混ぜる」複合化

公共施設再編を
新しい「色」を創り出す機会と考える



これからの世代のために私たちが出来ること

明るい将来，わくわくするミライを見せること
そのために，我々がそれを見ること

with SMILE !!!


